
都市再生整備計画(第４回変更)
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 15 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％
H23 H28

％
H23 H28

ｍ
H23 H28

70西口駅前広場渋滞調査 交通渋滞時の渋滞延長
東口駅前広場整備及び自由通路を整備する事で、慢性的な交通
渋滞を緩和する事ができる。 100

目標値

41

駅利用満足度アンケート調査 アンケート調査（駅利用に関する不満足度の割合）
東西の駅前広場及び自由通路を整備する事で、利用者の利便性
が向上し活力ある地域地区拠点の玄関口となる。 57 37

交通アクセス満足度アンケート調査 アンケート調査（道路アクセスに関する不満足度の割合）
回遊性のある道路整備により、円滑な交通処理がなされ、歩行者
にとっても安全・安心が確保される。 61

都道府県名 福島県 二本松市 安達駅周辺東地区

計画期間 交付期間 28

大目標　：　安全、安心、快適に暮らせる賑わいと活力のあるまちづくりを推進する。
　 目標１：　交通機能の強化による、安全安心と利便性の向上及び交通渋滞の緩和を図る。
　 目標２：　駅周辺にふさわしい土地利用に伴う人口増加を図る。

　人口約6万人の二本松市は、福島県中通り北部に位置しており、安達駅周辺東地区については、近隣している二本松市街地や福島市のへの交通利便性がよく、時間距離的にも比較的短いことから都市化が進んでいる。
　本市は、平成17年12月に（旧）二本松市・安達町・岩代町・東和町と合併したが、これに先立ち平成17年1月に二本松・東北達地方合併協議会にて策定された「二本松・東北達地方　新市建設計画」においては、重点プロジェクトとして「中心市街地の整
備・地域地区拠点の整備」を掲げ、本地区は整備対象地区として位置づけられ、その後、二本松市長期総合計画、二本松市国土利用計画、二本松市復興計画及び二本松市都市マスタープラン等において、二本松駅周辺部の中心拠点を補完する「サブ
拠点」としても位置づけられた。
　本地区のある旧安達町は、高村光太郎の『智恵子抄』にある「ほんとの空」という詩句で有名な、妻・智恵子の生家があるなど、観光資源に恵まれ二本松市の観光の玄関口として、JR安達駅を中心とし県内外から多くの観光客が訪れている。
　しかしながら、安達駅周辺東地区においては、住民生活の拠点であるにもかかわらず、道路交通アクセスが悪いことや、駅利用方法への課題及び地区の大半が水田を主体とした農地といった都市的未利用地となっているため、駅周辺にふさわしい土
地利用がなされておらず、安全、安心、快適な暮らしが図られていない状況にある。
　また、駅利用及び駐車場問題により商業地、観光地などへの客離れによって、玄関口としての魅力に欠けてきている。
　このような状況の中、この地域では魅力的なまちづくりを目指して平成19年度に安達駅東地区開発協議会が発足し、平成22年度には、「安達駅東地区整備基本計画」が策定された。
　これを受け本市では、地元との合意形成を図りながら「安全、安心、快適に暮らせる賑わいと活力のあるまちづくり」の推進を図ることをを目指している。

・JR安達駅と連絡する道路では、駅前に直結する幹線道路が未整備であると共に、その周辺道路も幅員が狭く、見通しも悪い。さらに、鉄道を横断する踏切も限られていることから、朝夕の通勤・通学時に慢性的な交通渋滞が発生している。
・JR安達駅利用について、東側からの利用者は、鉄道を横切るために大きく迂回して西側からの利用しか出来ないことから、東口駅前広場整備と共に東西自由通路の設置による利便性の向上が求められている。
・現在、大半が農地であるが、一部には既存宅地も見られることから、駅周辺にふさわしい将来の土地利用（宅地化）がなされ人口増加による賑わいのあるまちづくりが求められている。

・二本松市長期総合計画において、中心拠点を補充する「サブ拠点」に位置づけされている。（平成20年3月）
・二本松・東北達地方　新市建設計画において、重点プロジェクトに位置づけされている。（平成17年1月）
・旧安達町マスタープランでは、「人と暮らしを考えるまち　MYタウンあだち」をビジョンに「産業交流軸」が通過し、「中心市街地区域・市街地区域」に位置づけされている。（平成12年6月）
・回遊性のある道路を整備することで、円滑な交通処理が可能となり歩行者にとっても安全・安心な空間となる。
・東西の駅前広場及び自由通路を整備する事により、駅利用者の利便性が向上し活力ある地域地区拠点の玄関口となる。
・駅周辺を整備することで、隣接地では、土地の有効活用が図られることにより安全・安心・快適に暮らせるまちづくりが進み人口増加につながり、人の賑わいが生まれる。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（交通機能の強化による安全、安心の空間）
・地域地区拠点の玄関口にふさわしい道路整備による円滑な交通機能の強化を図る。
・人や自転車が安全に移動できる道路整備を進め、安全性、利便性の向上を図る。

【基幹事業】
道路事業………東西線、硫黄田・岩倉線、油王田踏切、東西自由通路
                          安達駅・遠北線

整備方針２（空間整備による賑わいの再生）
・地域地区拠点の玄関口にふさわしい駅前広場による活力があり快適に暮らせるまちづくりを行なう。
・土地の有効活用により賑わいのある町並みを形成する。
・良好な住宅地形成のため、必要となるインフラ整備として上下水道事業を推進する。
・現在西口のみにある駅施設を自由通路上に移設し東口からも利用可能にすることで利用者の利便性向上を図る。

【基幹事業】
道路事業………南北線、東口連絡線、西口駅前広場線
地域生活基盤施設………東口駐車場
高質空間形成施設………公衆トイレ

【提案事業】
地域創造支援事業………上水道
地域創造支援事業………下水道
地域創造支援事業………駅施設の移設
事業活用調査……………事後評価業務

○安達駅東地区開発協議会設立
 ・安達駅東側の良好な環境づくりを目指し、地元地権者を中心とし、Ｈ18.11.28設立された。
 ・勉強会、先進地視察研修、地元住民へのニュース発行、基本構想策定、基本計画策定、地権者説明会を行なってきた。

○安達駅西地区整備協議会設立
 ・安達駅西側における道路体系の整備、用水路の整備、駅前広場の整備及び土地利用の適正化等を総合的かつ一体的に協議検討し、安達駅東地区開発協議会と連携しまちづくりを進めるため、各行政役員及び関係団体により、Ｈ20.2.27設立された。
 ・勉強会、先進地視察研修、地元住民へのニュース発行、基本構想、地元説明会を行なってきた。

○良好な環境づくりへの整備
 ・人、自転車、車などが安全、安心に移動できる道づくりを進める。
 ・駅前広場、自由通路などを整備し駅周辺の利便性の向上を図り、交通渋滞の緩和を行なう。

○賑わいのあるまちづくりへの整備
 ・市と地元生活者などが一体となったまちづくりを展開する。
 ・安達駅を核とし市民が参加しやすいイベント開催を展開する。
 ・駅周辺であることから、環境を活かす土地の有効活用の誘導を図るためインフラとなる上下水道事業を推進する。



都市再生整備計画の区域

　安達駅周辺東地区（福島県二本松市） 面積 15 ha 区域 二本松市油井字中條、字松葉、字一斗内、字下中ノ内、字上中ノ内の一部

安達駅周辺東地区 15.0ha



交通アクセス満足度アンケート調査 （   ％   ） 61 （２３年度） → 41 （２８年度）

駅利用満足度アンケート調査 （   ％   ） 57 （２３年度） → 37 （２８年度）

西口駅前広場渋滞調査 （   ｍ   ） 100 （２３年度） → 70 （２８年度）

安達駅周辺東地区（福島県二本松市）　整備方針概要図

目標
大目標　：　安全、安心、快適に暮らせる賑わいと活力のあるまちづくりを推進する。
　 目標１：　交通機能の強化による、安全安心と利便性の向上及び交通渋滞の緩和を図る。
　 目標２：　駅周辺にふさわしい土地利用に伴う人口増加を図る。

代表的
な指標

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

■基幹事業
道路
東口連絡線 L=120.0ｍ

■基幹事業
道路
東西線 L=150.1ｍ

■基幹事業
道路
油王田踏切 L=20.0ｍ

■基幹事業
道路

西口駅前広場線
L=200.0m

■基幹事業
道路
硫黄田・岩倉線 L=400.0ｍ

■基幹事業
道路
南北線
L=745.8ｍ

■基幹事業
道路
東西自由通路 L=52.5ｍ

■提案事業
地域創造支援
東地区

（上水道）
L=2,630.0ｍ

■提案事業
地域創造支援
東地区

（下水道）
L=2,900.0ｍ

■提案事業
地域創造支援
JR安達駅 駅施設移転一式

■基幹事業
道路
安達駅・遠北線 L=730.0ｍ

■基幹事業
高質空間形成施設
公衆トイレ A=90.0㎡

■基幹事業
地域生活基盤施設

東口駐車場
A=3,000.0㎡

■提案事業
事業活用調査
（事後評価業務）
１式


